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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　困難ではあるが注意したい（，しかし」，t述の結果からセリ

　　　　　　　　1緒　雷　　　　・・の繍脚蜘と駅、れ雛繭翻、偲諮膿畷
　繭乾燥の進行に伴う繭質変1ヒを知ることは製糸LE要　　　　「動’i生は多いように推定された。

なことである。繭質はセリシンの変化によつて左右され　　　そこで熱水中にあるi爾層の通水i／kの変化を求め，デ鋸lli

るところが多いので，この場合の繭層セ1）シンの変1生度　　　条件の設矩に資せんとした。本報ではこの熱水lilにある
　　　　　　　　　　　　　　　u）（ux，g）
盛三としてフ1（溶｛生は多数1則定されている。また実際繰糸の　　　繭層の通水闘iでllについてd），E・i　1：cr）結果癒報llトする⊂，起稿に

方法に近いということから繰糸張力による繭質測定イg行　　　あたり・イー1’益な御tリJ、．1’をいただいたII｝ll】、任荻1∫1馨女授に

　　　　　（4）
われている。しかし之等の測艶を行う場含，セリシソの　　　深謝する。

みによつて起る結果の傾同は派生的に生ずる多くの来知
な変動要囚によつて変化す峯，と考える。例えば種々な乾　　　　　　　　II　巽験試料及び方法

燥法を施・…翻の71・酔・・で醐・湿・暇そ嚇・速　㈱34糊辮嚇蚕・網・・認醐・・，そ・・

度の藷少から求めた糸牒・乾脚～編網糊｛醐の腱　轍襲繍齢陶1謝…1・を採llft’・L・た・　榊欲ほ聞形のゆ

の靴及び力麟網の，疸水II糊・，嚇’はlll・灘t　駒形　を選肌・・1ケllr　lf賄した・i｝1榔・4Cm・　1　・i・2…m・

態の相異によつて起る溶解性の変化等からこれは推定さ　　　胴部厚さ0．9mmであった。繭の煮熟中において繭腔内

れる。1鵬酬習糸条畷連鰍態の相異によつ鷺1三ず翻　 外に水1嵯が詑、る臨繭層の通・｝く性の職はセリシン、烈

種なる影響を免れることは出来ない。実際繰糸の場合す　　　の膨潤溶t’j・lt作用の強弱を起し，繭層溶解性の変化となつ

べての変動要關によつて起る総合的結果を）月いての繭質　　　て親われると1捗える。このため予め浸透した繭層を熱水

判定は有用であると考えるが，セリシソの変性度のみの　　　巾に浸漬し，僅少な水1隔iを繭腔内外｝こ与え，この場合

傾向を判定しようとする場合この点を考慮しなければな　　　の通水性の変化を乾燥経過時間辱1］試料について求めた。

らない・　　（11）　　　　　輔聞来るだけ緯1然の臆を保つがよいの1ぎ1轍
　著者は一粒繰制離張力を用いて乾燥11寺1illの多少と繭質　　　状の窯ま保持させた。測定装llll：の概要を第1図に小し

との関係を求めようとした。この場合の結果の判定に資　　　た。

するため繭層溶解度の乾燥経過時閻別分散ll廼匪1の増減を　　　　即ち水平部を有する内得5mmの1誠曲ガラス管Aの一ド

知ろうとし，昭和32年度本学1犀il産春蛮繭及び夏蛮繭を用　　　端に内径1．5mmのノズルを設ける。ガラス管水平部に

いて実験した。その結果重浸透高温浸水に於て変動1｛【巳囲　　　は管内水面の移動速度を測建すζ魂i線B．Cを刻むc，　BC

は内層区よりも外層区に多く，再乾区よりも直乾区に多　　　聞は4cmとしたnガラス管は浸漬水而Dのヒ下の定位

かつた。しかし乾燥経過時間にf半う変動範囲の変化傾向　　　llll：に固定されτことが出来る。別に浮：｝を利用した水面

は知ることが出来なかつた。即ち乾燥経過時聞別一粒繰　　　計E及び温度計を設けておく。

剰離張力の測，置結果のf，、頼性の相異をllfll随的に予知する　　　　繭殻に小Fl孔をあけ，ガラス管；liiil1ノズルを押1込み孔を

ことは出来なかつた。これは変動要因が多数のため暦別　　　封ずる。アスピレーターで1分圏冷水を吸引し，繭澱の

不充分となり・実験を行う場に不均一が起り，実験計画　　　浸透を行つた後冷水を浸漬温水とil「1換する、，置：換した時

の不備となつたとする。このことは剥離張力の測定の際　　　乏llを測3．E【’IP］始1碍とする。以後繭殻は常に浸濱温水1・1・1にあ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲線番号は乾燥経過91羽勘を示す

第1図　装　　　1崖　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　浸漬時間と通水彙

る。浸潰水温は80°C－・定とした。浸潰水面の動揺・）i／i！i　　く，煮熟の進行に伴うこれが増加割合も少なかつた。乾

度変化等の誤差を考慮したためである。浸漬水は水道水　　　燥中期即ち乾燥経1勉3～4時聞における繭層は前者の逆

で，多量に用いた。試料を保梼したままガラス管水平｝：lll　　であつたo乾燥末期0抽封層は浸演頭初の通水量が多いに

を浸漬水圃からlt下に移動すると繭腔内外に正負の水π三　　もかかわらず，煮熟の進行に伴うこれが上1・｝加割禽は少な

鑑を加えることが出来る。圧力溢は5　minH20とした。　　　かつた。しかしながら曲練のi宏【三質から浸漬時間を本実男灸

表面張力による圧力差は予めガラス管の位1貴で補正して　　範囲より甚しく長くするとき，各試料の通水工亜は接近す

おく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると推楚され得る。

　繭殼面での通水彙はガラス管水平部の流最から算出さ　　　熱水中iこある繭層は先ず拡張湿潤と繭】盗内外の圧力差

れ盗。流速は水とガラス管との間の流動摩擦櫛の工曽減に　　　とによつて残存空気相を排除し，有効通水毛細管数を土1脅

より等速とならない。BC問の出入平均流速から流量を　　加する作用を受けるであろう。繭糸の累jEによつて構成

求めた。全般に可成り低速であつたので，流速流向の変　　　されノこ繭層闘隙を経［同状に連結された毛細管群と見微し
　　　　　　　　　く　り
化に伴う静圧の相異は考えなかつた。この測楚方法を処　　た。つづいてセリシソの膨潤溶解が起i），毛細管長の増

定の浸漬経過時間毎に繰返す。　　　　　　　　　　　　　　加，毛管内セリシン水溶液の粘度増加，或いは毛細管の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉塞等を起すであろうQ前者の結果は通水量の増加とな

　　　　　　　皿実験結果　　　り，儲は通綴鰍少させることに扁16）瀦の起る

　膨潤した繭殻の低圧魑における通水量は実際の繭層の　　　速度に相異のある時，例えば前者の未だ完結しなレ・i時に

厚さ程度の相違に対し極めて微量しか変化しないと検出　　　後者の遊度が早く現われると，残余の毛細管に対する前

されたのぜ15）単醐微而程1に対す樋水量で蘇を表　者のイ欄は弱めら、褐。呂、なる．ゑk鰍び乾1乗襯1の

示した。その結果を第2図に示した。　　　　　　　　　繭偲に於てこのような場合が起つたと推定する。乾燥末

　即ち生繭及び乾燥初期の繭層は浸潰璽夢1初の通水量少　　　期の繭層においては乾燥加熱によりセリシンの吸酬生は



110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fl言ソ・1・1大！弓を｛…戯糸1｛1〔音‘：音1～イリi：多ビ・；…1吏｛辱　　£￥59号’

」i透も灘ておXl’最一pmから1蝦脚i剛［s｛）　t’：）　”．、ていたと　（4・）林館・厭　1辮1．37－－81（・951）

考える。蜘こ実験準備．として加えた冷水浸1透時に生1轍ili　　（5）金：丸競：高分1．r・材料261（1951）楓！；：店

層別通矧鋤1、1与111翫拐．Jて．オ、t撒細．．：は・ゴ．慧れ混　　〔6）麟ウ湖・締li・IJr抄6227－・－231（・956）

、思罪二）オ「しる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　－tww－・一・一一．一：｛1・’1’　／1〈　E’，“k幸艮　　7　　104～108　（1957）

　　本喬式｝弓i気にオ5いL『（r虫liil　tas　c，．）イチ右｛に二」：る景㌶ll9蔓l　i．よ名r　i．茎二1こ対’し　　　　　　　（8）　i！鐸召　　ア究：・一．・一．一．一．．　・　　6　　91－・v9「J　（1956）

等liiliであると見で故し，”・1f’h、1・；i：しなカー・・’：．）ゾこoこの糸1【f果はf列え1．よ　　　　（9）　一　一一一：一．一・．．．．・．．　　8　84～91（1958）

繭刑溶解度1｝∫／験の準備処IEII後のli」／1；ll．　c’！．）均質化を妨げやす　　　　（1〔1古沢醜：葵：「1質葺1．1．1部　1223（1956）

く，繭個休差のll｝3響と相・まつて繭1曽溶解二［’i　1の多少に関係　　　　（n）　【ξ1井美明：信大繊lli・1．i　5　84～・86（1955）

すると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1Z）繭検研会：繭検定教木15～16（1949）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“3）　（6）に【．司じ

　　　　　　　　　　　　　　　　W摘　　要　　　　　ω内1、［駿．一、1充体輸送14～6・（1948）共立

　　乾燥経過時1’｝llll獄lill・を川い，　li，1轍状を保ちつつ煮熱・1・1　　⑯（tli）に1「i1じ

の繭．層の通水・l／！l三畷fl二を測，、i三し．た。’と（輪裸卿（の通し）　（1．6〕金丸競・界面1醐渕52（1953）†暴：1鼎i

である。　　　　　　　　　　　　　α7）f燃武男：宗li糸の構造226～243（1957）．7舳会
（1）生11［職び1｛乞燥棚肋1　轍1こ繕・て煮　1｛ゆ進iiに伴　　08剛源lll齢・癬　：i学142・－152（1951）島i．［i

う菌範1｛畳al）〕1亘17］く・1’1，IJ，〔y）封脅力【．【害1］ぐ㌃レま少レ・o　マド市乞画珂1：二；］．」s　V・て’も［’iil

様である。　　　　　　　　　　　　　s”mmary
　　（2）乾燥i’lu期H【1ち乾燥続過3～41貯闘のこれが増加1割　　　　　The　writer　dried　the　cocoons　by　the　various

合は本．実験．条件の場合煮熟処珊の争刀期に．多い。　　　　　　　degreeE　and　measured　the　variatien　of　the　water

　　（3）　この結果には生乾繭醐llll通気・i生a．）非1／51；1が影馨して　　　perl1、eability　of　that　cocooll　shell　with　tlle　cookin9

いたと推定する。以．．i．二の結果を考慮し，て一一粒繰剥離張：ノJ　　time．　The　results　are　as　follows：

による繭質判定実｝験を行う予定である。　　　　　　　　　　　　　The　increasing　rate　of　the　water　permeability　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　cocooll　shell　which　is　a　kind　of　undried　Qr　per”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献　　　　　f，6、lyd，i，d。。esw。ssm。ll・wi・hc。。ki。慕．　B。tth・・

　　（1｝　金子i旋灘i：灘さ糸三｝諺；1志2（2）　125～141　（1930）　　　　　　　　rate　of　the　ha正f　dried　cocoon　shell　at　the　first

　　（2）太田良揺’：郡是彙撮7　42～63（1941）　　　　　　stage　of　cooking　was　much　more　than　others．

　　〔3）　杉§フlsc　介：　［／li蚕言志　　19（6）　598｛v602　（1950）


